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目
指
せ
！
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
!!

～
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
～　
　

6／27㈮
　
肱
川
町
大
谷
小
学
校
に
元
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
今
井
愛
子

さ
ん
を
お
迎
え
し
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
６
年
生
の
髙
田
祐
真
く
ん
は

「
み
ん
な
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。
普
段
は
あ
ま

り
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
ま
せ
ん

が
、
頑
張
り
ま
す
」
と
歓
迎
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
今
井
さ

ん
は
、
講
演
の
中
で
、
小
学
校

時
代
の
経
験
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
裏
話
な
ど
を
交
え
つ
つ
、「
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
我

慢
が
必
要
。
負
け
た
く
な
い
と

い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
技
指
導
の
時
間
に
は
、
ラ

ケ
ッ
ト
で
シ
ャ
ト
ル
を
拾
っ
た

り
、
シ
ャ
ト
ル
で
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
と
基
礎
練
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

　
服
を
着
た
ま
ま
泳
ぐ
こ
と
を

経
験
し
、
水
の
中
で
ど
う
す
れ

ば
自
分
の
命
を
守
れ
る
か
を
実

際
に
訓
練
し
て
身
に
着
け
よ
う

と
、
河
辺
小
学
校
の
児
童
、
教

職
員
及
び
保
護
者
を
対
象
に
着

衣
泳
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
大
洲
消
防
署
川
上
支
署
の
指

導
の
も
と
、
児
童
た
ち
は
、
背

中
か
ら
プ
ー
ル
に
落
ち
る
体
験

を
し
た
り
、
水
中
で
の
移
動
方

法
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た

背
浮
き
、
ラ
ン
ド
セ
ル
や
釣
竿

を
使
っ
た
救
助
法
な
ど
を
、
服

を
着
て
靴
を
は
い
た
ま
ま
の
姿

で
学
び
ま
し
た
。

　
毎
年
、
多
く
の
水
の
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に

は
、
浮
い
て
さ
え
い
れ
ば
助
か

っ
た
ケ
ー
ス
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
も
し
も
の
と
き
に
落
ち

水
の
事
故
に
備
え
て

～
河
辺
小
学
校
着
衣
泳
講
習
会 

～　
　

7／2㈬

「
青
色
回
転
灯
贈
呈
式
お
よ
び

合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
」
発
足
式

～
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
。
地
域
安
全
の
よ
り
ど
こ
ろ
～

7／7㈪
　
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り

組
む
全
国
強
調
月
間
で
児
童
生

徒
を
ま
も
り
育
て
る
日
の
７
月
７

日（
月
）、
大
洲
警
察
署
で
青
色
回

転
灯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
出
発
式
が
あ

り
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
16
団

体
約
80
人
と
大
洲
警
察
署
員
が
、

Ｊ
Ｒ
伊
予
大
洲
駅
な
ど
市
内
を
パ

ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
大
洲
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
と
大
洲
地
区
少
年
警

察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
２
団

▲ペットボトルで背浮きの練習

▲楽しく汗を流しました

体
が
新
た
に
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
加
盟
し
、
出
発
式
の
前
に

27
個
の
青
色
回
転
灯
が
、
内
田

保
寛
大
洲
警
察
署
長
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
代
表
者
に
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
内
田
署
長
は
「
今
回

の
新
た
な
加
盟
で
、
29
団
体
、

１
１
８
台
の
青
パ
ト
に
活
動
し

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

青
色
回
転
灯
の
役
割
は
非
常
に

大
き
く
、
み
な
さ
ん
の
地
域
安

全
へ
の
熱
心
さ
は
、
と
て
も
心

初
め
て
の
経
験
に
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
、
笑
顔
で
挑
戦
し
て
い

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
６
年
生
の
西
山
幸

道
く
ん
が
「
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
が
分
か
り
ま
し
た
。
も
っ
と

練
習
し
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
う

ま
く
な
り
た
い
で
す
。
一
生
懸

命
努
力
し
て
、
夢
を
か
な
え
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
お
礼
の
あ

い
さ
つ
を
し
、
ほ
か
の
子
ど
も

た
ち
は
、
口
々
に
「
こ
れ
か
ら

も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
頑
張
り
た

い
」「
難
し
か
っ
た
け
ど
、
楽
し

着
い
て
対
応
で
き
る
よ
う
、
み

な
さ
ん
も
着
衣
泳
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

か
っ
た
」
な
ど
と
感
想
を
発
表

し
て
い
ま
し
た
。



17

広報 － おおず － ２００８ ９月号

○

まちのわだい

　
市
役
所
で
職
場
体
験
を
行
っ

た
大
洲
南
中
学
校
の
生
徒
４
人

が
、
大
森
隆
雄
市
長
を
訪
問
し

ま
し
た
。
大
森
市
長
は
、「
市
役

所
は
近
く
に
あ
る
が
、
あ
ま
り

来
る
機
会
が
な
い
と
思
う
。
し

っ
か
り
勉
強
し
て
、
ぜ
ひ
職
員

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し

ま
し
た
。
４
人
は
、
初
め
て
入

る
市
長
室
に
少
し
緊
張
し
て
い

る
様
子
で
し
た
。

　
大
洲
南
中
学
校
の
市
役
所
で

の
職
場
体
験
は
、７
月
８
日
（
火
）

〜
10
日（
木
）
の
３
日
間
行
わ
れ
、

社
会
福
祉
課
、
高
齢
福
祉
課
、

市
役
所
で
職
場
体
験
学
習

～
市
長
室
訪
問
～　
　
　

7／8㈫

真
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

～
市
道
清
掃
奉
仕
活
動
～　
　

7／8㈫

▲手際よく作業を進める建設業協会
喜多支部中央区会会員

　
愛
媛
県
建
設
業
協
会
喜
多
支

部
中
央
区
会
は
、
毎
年
市
内
の

道
路
や
河
川
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
清
掃
さ
れ
て
お
り
、
今

年
で
23
回
目
を
迎
え
た
こ
の
日

は
、
会
員
と
大
洲
市
職
員
の
あ

わ
せ
て
33
人
が
東
大
洲
の
市
道

大
洲
徳
森
線
の
河
川
と
、
道
路

沿
い
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
樹
木

の
剪
定
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
出
発
式
で
、
村
上
聖
会
長
は
、

「
業
界
は
今
非
常
に
厳
し
い
状
況

で
す
が
、
皆
さ
ん
の
パ
ワ
ー
で

活
力
の
あ
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
、

こ
の
窮
地
を
打
開
し
て
欲
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
同
中

央
区
会
の
北
野
修
青
年
部
長
が

作
業
手
順
の
ほ
か
、「
厳
し
い
暑

さ
の
中
で
の
作
業
で
す
。
水
分

を
補
給
し
な
が
ら
、
け
が
の
無

い
よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」

と
注
意
事
項
な
ど
を
説
明
し
ま

し
た
。

　
作
業
は
２
班
に
分
か
れ
て
行

強
い
も
の
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
大
洲
地
区
少
年
警
察
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
橋
本
福
矩

会
長
は
、「
見
せ
る
防
犯
活
動
で
、

住
民
の
安
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま

し
た
。

　
出
発
式
の
後
、
贈
呈
さ
れ
た

青
色
回
転
灯
は
早
速
装
着
さ
れ
、

午
後
８
時
過
ぎ
に
あ
わ
せ
て
約

40
台
の
青
パ
ト
と
パ
ト
カ
ー
が
、

次
々
に
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
発
し

て
い
き
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
、
そ
れ
ぞ

れ
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

▲少し緊張気味です ▲大洲警察署を出発する青パト

わ
れ
ま
し
た
。
さ
す
が
に
作
業

の
プ
ロ
と
あ
っ
て
、
交
通
整
理

な
ど
作
業
の
役
割
分
担
が
明
確

で
、
手
際
よ
く
効
率
よ
く
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

肱
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

～
み
ん
な
元
気
で
す
～　
　

7／23㈬
　
第
16
回
肱
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
大
洲
市
高
砂
運
動

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
通
じ
て
親
睦
を
図
り
、
健
康

づ
く
り
と
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

を
図
ろ
う
と
、
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
当
日
は
、

雲
一
つ
な
い
夏
空
で
、
朝
か
ら

強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
、
ぽ

た
ぽ
た
と
汗
が
流
れ
落
ち
る
と

い
う
猛
暑
の
な
か
、
参
加
者
は

水
分
を
こ
ま
め
に
補
給
し
た
り
、

日
陰
で
体
を
休
め
る
な
ど
、
体

調
管
理
に
も
気
を
つ
け
な
が
ら

の
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
過
酷
な
条
件
の
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
賞
が
13
回
も
飛
び
出
す
な
ど
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。
な
お
今

大
会
の
優
勝
チ
ー
ム
は
、
大
谷

Ｂ
チ
ー
ム
で
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

▲

大
会
の
様
子
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感
電
防
止
に
ア
ー
ス
線
の

取
り
付
け
を

　
平
成
20
年
中
に
新
築
ま
た
は
増
築
・
改
築

お
よ
び
取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
実
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
調
査
期
間

　
平
成
20
年
９
月
中
旬
か
ら

　
平
成
21
年
１
月
下
旬
ま
で

●
対
象
と
な
る
家
屋

　
平
成
20
年
１
月
２
日
以
降
に
新
築
・
増
築

さ
れ
た
家
屋
お
よ
び
取
り
壊
さ
れ
た
家
屋

　
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
引
き
続
き
課
税

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１
　 

登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
で
取
り
壊
し
後

「
滅
失
登
記
」
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合

２
　 

登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を
取
り
壊
し

た
場
合

　
ま
た
、
新
築
・
増
築
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い

て
、
早
め
の
調
査
を
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
】

市
役
所
税
務
課
固
定
資
産
税
係

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
１
２
６
〜
１
２
８
）

長
浜
支
所
総
務
商
工
課

☎
52
１
１
１
１
（
内
線
23
）

肱
川
支
所
総
務
商
工
課

☎
34
２
３
１
１
（
内
線
１
１
２
）

河
辺
支
所
総
務
商
工
課

☎
39
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

　
水
気
の
あ
る
と
こ
ろ
で
使
う

洗
濯
機
、
食
器
洗
い
機
、
電
気

温
水
器
、
屋
外
で
風
雨
に
さ
ら

さ
れ
る
エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
、

庭
園
灯
、
高
電
圧
の
電
気
を
使

う
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
に
は
、
必

ず
ア
ー
ス
線
を
取
り
付
け
ま
し

ょ
う
。

　
ア
ー
ス
線
は
、
電
気
機
器
が

万
一
漏
電
し
た
と
き
、
漏
れ
た

電
気
を
大
地
に
流
し
て
く
れ
る

の
で
、
感
電
の
危
険
が
減
少
で

き
ま
す
。
電
気
工
事
店
に
依
頼

し
て
、
必
ず
ア
ー
ス
線
を
取
り

付
け
ま
し
ょ
う
。

　

財
団
法
人
四
国
電
気
保
安
協

会
愛
媛
支
部
大
洲
事
業
所

☎
㉓
５
０
１
２

新
築
・
取
り
壊
し
家
屋
の

調
査
に
つ
い
て

な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
が

盛
大
に
開
催

　
８
月
２
日（
土
）、
長
浜
赤
橋
広
場
を
中

心
に
「
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
（
同
実

行
委
員
会
主
催
）」
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
長
浜
ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
、「
第
12
回

な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
俳
句
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
多
数
の
俳
句
愛
好
者
ら
が
思

い
思
い
の
句
を
詠
み
、
出
来
栄
え
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

　
長
浜
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各

地
よ
り
名
車
・
珍
車
の
愛
好
家
が
集
ま

り
「
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク
カ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
３
７
８
オ
ー
シ
ャ
ン
ブ
ー
ル
バ
ー
ド
主

催
）」
が
、
ま
た
、
晴
海
工
業
団
地
で
は
、

2
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ

ッ
ト
ソ
ン
愛
好
家
に
よ
る
「
マ
イ
ル
ハ
イ

in
な
が
は
ま
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
の
赤
橋
広
場
で
は
、
午
後

６
時
か
ら
赤
橋
広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
お

い
て
、
沖
縄
民
謡
や
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
演
奏

の
ほ
か
、
ち
び
っ
子
舞
踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

よ
さ
こ
い
踊
り
、
長
浜
保
育
所
園
児
や
長

浜
高
校
生
徒
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
な
ど

も
披
露
さ
れ
、
多
く
の
観
客
を
魅
了
し
て

い
ま
し
た
。

　
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
赤
橋
上
流
か
ら
約
１
，

５
０
０
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

次
々
と
長
浜
の
夜
空
に
大
輪
の
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。

　
俳
句
大
会
の
主
な
入
賞
作
品
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
大
洲
市
長
賞
】

遺
さ
れ
し
子
と
膝
そ
ろ
え
門
火
焚
く

大
洲
市
八
多
喜
町　

谷
本　

一
善

【
愛
媛
新
聞
社
賞
】

赤
橋
の
揆
ね
炎
天
を
真
二
つ
に

内
子
町
平
岡　

松
森
向
陽
子

【
大
洲
市
議
会
議
長
賞
】

筆
太
の
風
一
文
字
の
夏
暖
簾

八
幡
浜
市
新
和
田
町　

前
田　

一い
ち

夘う

【
大
洲
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
】

軍
歴
も
お
ぼ
ろ
と
な
り
し
生い
き
み
だ
ま

身
魂

大
洲
市
豊
茂　

宇
都
宮
恵
美
子

【
大
洲
市
文
化
協
会
長
浜
支
部
長
賞
】

花は
な
ね
む

合
歓
や
母
の
の
こ
せ
し
農
暦

大
洲
市
長
浜　

一
色
キ
ヌ
子

【
大
洲
市
観
光
協
会
長
浜
支
部
長
賞
】

金
魚
売
水
を
あ
や
し
て
街
抜
け
る

宇
和
島
市
吉
田
町　

土
山　

吐と
し
ゅ
う舟

【
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
俳
句
大
会
実

行
委
員
会
長
賞
】

甚
平
着
て
こ
の
ご
ろ
父
の
生
き
上
手

八
幡
浜
市
松
柏　

二
宮　

節
子

お知らせ
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○

　
不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
会
の

ほ
か
物
件
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
じ

ゃ
こ
天
の
実
演
な
ど
も
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

【
日　

時
】
９
月
23
日（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
場　

所
】
八
幡
浜
市
新
町
ド
ー
ム

八
幡
浜
市
新
町
３
丁
目

【
主　

催
】

㈳
愛
媛
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
大
洲
支
部
・
八
幡
浜
支
部

大
洲
市
土
地
開
発
公
社

八
幡
浜
市
土
地
開
発
公
社

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ト
ミ
ナ
ガ
不
動
産
㈲

☎
㉔
０
６
３
７

「
愛
媛
坊
ち
ゃ
ん
ず
」メ
ン
バ
ー
募
集

　「
愛
媛
坊
ち
ゃ
ん
ず
」
は
、
身

体
や
心
身
に
様
々
な
ハ
ン
デ
ィ

を
持
つ
人
た
ち
が
、
軟
式
野
球

を
通
し
て
元
気
に
な
ろ
う
と
い

う
チ
ー
ム
で
す
。

① 

肢
体
不
自
由
の
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
（
等

級
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
）

　
※ 

公
式
戦
に
出
場
が
で
き
ま

す
。

② 

肢
体
不
自
由
以
外
の
身
体
障

害
者
の
人

③ 

精
神
障
害
・
ひ
き
こ
も
り
・

不
登
校
な
ど
の
人
で
、
身
体

を
動
か
す
こ
と
に
興
味
の
あ

る
人

　
※ 

②
、
③
の
人
た
ち
は
、
公

式
試
合
に
は
出
場
で
き
ま

せ
ん
が
、
交
流
試
合
に
は

出
場
で
き
ま
す
。

　
　
☆
経
験
者
大
歓
迎
!!

　
　
☆ 

老
若
男
女
問
い
ま
せ

ん
！
初
心
者
大
歓
迎
!!

《
活
動
日
》

毎
週
日
曜
日

午
前
９
時
〜
正
午

《
活
動
場
所
》

愛
媛
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
運
動
場

松
山
市
道
後
一
万
12
（
愛
媛
県

県
民
文
化
会
館
西
隣
）

《
会　

費
》

毎
月
　
１
，
０
０
０
円

　
ま
ず
は
、
見
学
・
体
験
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。
家
族
の
人

の
み
の
見
学
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
活
動
日
は
、
天
候
・
行
事
な

ど
に
よ
り
変
更
に
な
り
ま
す
の

で
、
見
学
・
体
験
ご
希
望
の
人
は
、

電
話
に
て
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
選
手
と
一
緒
に
練

習
し
て
く
だ
さ
る
人
、
事
務
や

会
計
な
ど
の
選
手
の
活
動
を
支

え
て
く
だ
さ
る
人
な
ど
、
ス
タ

ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
年

齢
・
性
別
・
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
連
絡
先
】

事
務
局
担
当
　
冨
士
田

☎
０
９
０
・
９
５
５
７
・
６
２

８
６

身
体
障
害
者
野
球
チ
ー
ム
（
日
本
身
体
障
害
者
野
球
連
盟
加
入
）

　
い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待

な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
問
題
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

【
日　

時
】

９
月
８
日（
月
）〜
12
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

９
月
13
日（
土
）〜
14
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

【
電
話
番
号
】

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
０
１
２
０
・

０
０
７
・
１
１
０

【
相
談
担
当
者
】

　
人
権
擁
護
委
員

　
法
務
局
職
員

※ 

相
談
は
無
料
で
、
予
約
は
い

り
ま
せ
ん
。

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
松
山
地
方
法
務
局

　 

☎
０
８
９
・
９
３
２
・
０
８

８
８

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

全
国
一
斉

愛
媛
労
働
局
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

不
動
産
フ
ェ
ア
を

開
催
し
ま
す

　
９
月
１
日（
月
）
は
、
労
働
保

険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
料

の
第
２
期
分
の
納
付
期
限
で
す
。

　
関
係
事
業
主
の
皆
様
へ
は
、

８
月
20
日
頃
に
納
付
書
を
お
届

け
し
ま
す
の
で
、
最
寄
の
金
融
機

関
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
０
２

ご
存
知
で
す
か
？

検
察
審
査
会
制
度

　
検
察
審
査
会
制
度
は
、
各
市

町
の
選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
、

ひ
ろ
く
民
間
人
の
中
か
ら
、
く

じ
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審

査
員
が
検
察
官
の
不
起
訴
処
分

の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
と
い

う
制
度
で
す
。
あ
な
た
も
審
査

員
に
選
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
人
、

犯
罪
を
告
訴
、
告
発
し
た
人
で

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し

な
い
こ
と
（
裁
判
に
か
け
て
く

れ
な
い
）
に
不
服
の
あ
る
人
は
、

だ
れ
で
も
検
察
審
査
会
に
申
し

立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
審
査
の
相
談
・
申
し
立
て
に

つ
い
て
の
費
用
は
一
切
無
料
で
、

秘
密
は
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
。

検
察
審
査
会
制
度
に
つ
い
て
詳

し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
人
は
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
大
洲
８
４
５
番
地

松
山
地
方
裁
判
所
大
洲
支
部
内

大
洲
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
㉔
２
０
３
８

お知らせ
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